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非 認 知 能 力
数 値 化 し て 評 価 す る こ と が 難 し い 能 力 。 ＝ 人 間 力
３ つ の 認 知 能 力 と 1 7 つ の 非 認 知 能 力 が 存 在 す る と 言 わ れ て い る 。

引用元：一般財団法人 日本生涯学習総合研究所（クリックで閲覧可能）

評価対象となる「⾮認知能⼒」９つ

非 認 知 能 力 は 性 格 的 特 質 と 能 力 的 特 質 に 分 類 さ れ る 。 上 記 の ９ つ の 力 は そ の 後 者 で あ り 、 成 人 に な っ て か ら も 育 む こ と が 可 能 で あ る 。 こ れ か ら は 非 認 知 能 力 が 認 知 能 力 よ り も 求 め ら

れ る 時 代 に な る と 言 わ れ て お り 、 内 閣 府 、 文 部 科 学 省 、 厚 生 労 働 省 、 経 済 産 業 省 に 加 え 、 O C E D も そ の 意 見 を 強 く 指 示 し て い る 。

https://drive.google.com/file/d/1vSVxNXm6FN6wNl1UvpGE-nbfqwvdg9D4/view?usp=sharing


ONLINE AO
ルーブリック評価 ４(S) ３(A) ２(B) １(C) 0(D)

主体性
能動的に物事を思考することは勿論、責
任を持って積極的に行動することが連続

的かつ永続的にできる

安定して能動的に物事を思考することが
でき、行動を起こそうとする意欲が断続

的だが継続的に持てる

断続的かつ頻度は高くはないものの、自
ら物事を考え、他者に頼らず行動するこ

とができる

能動的に物事を考えられる時とそうでな
い時があり、主体性における継続性・安

定性に欠けている

主体的に物事を考えることができていな
い

問題解決能力
常に論理的に考え本質的な問題を発見
し、課題解決のために臨機応変かつ適切

に対処することができる

論理的に思考することで課題を発見し、
トライ＆エラーを繰り返しながらも継続

して解決に取り組める

断続的ではあるが論理的に思考し課題に
対する解決策を模索し改善しようと行動

することができる

稀に特定の課題に対して論理的に考え解
決策を提案することができるが、大きく

継続性・安定性に欠けている

課題に対して論理的に思考できず、解決
するための行動を起こすことができてい

ない

批判的思考力
他者や自分の考えに対して常に先入観に
とらわれずに論理的かつ俯瞰的な視点か

ら考えることができる

先入観にとらわれることなく安定して物
事を多角的な視点から思考することがで

きる

断続的で安定してはいないものの、物事
を俯瞰的に捉え理解することができる

稀に物事を複数の視点からに思考するこ
とができるが安定しておらず、継続して

クリティカルに思考できない

先入観にとらわれず、物事を俯瞰的な視
点から考えることができていない

コミュニケーシ
ョン力

常に他者の感情を理解・尊重しながら、
自分の意見を適切なタイミングや方法で

表現することが容易にできる

安定して他者の感情を理解・尊重しなが
ら、自分の意見を適切なタイミングや方

法で表現することができる

断続的ではあるものの、他者の感情を理
解・尊重しようとしながら、自分の考え

を表現することができる

安定して他者の意見を理解することや自
分の意見を表現することができていない

相手の感情を理解、尊重しながら、適切
な発言タイミングで相手と意思疎通する

ことができていない

自己管理能力
常に自分の目標や目的を達成するため
に、自分を律し、管理し、自己を分析す

ることができる

安定して自分の目標や目的を達成するた
めに、自己を分析、管理し、律すること

ができる

断続的ではあるものの、自分の目標や目
的を達成するために、自己を分析、管理

し、律することができる

自分の目標や目的を達成するために、自
己を分析、管理し、律するという習慣が

なく、持続性に欠ける

自分の目標や役割を達成・遂行するため
に自分を律し、管理し、自己を分析する

ことができていない

探究心
物事の本質や意義について掘り下げて見
極めようとする意欲が常に旺盛で調べ学

習を積極的かつ持続的に行える

物事の本質や意義について掘り下げて見
極めようとする意欲があり、調べ学習を

積極的に行える

断続的ではあるものの、物事の本質や意
義について掘り下げて見極めようとする

意欲があり、リサーチもできる

物事の本質や意義について掘り下げて見
極めようとする意欲は多少あるものの、

リサーチ量も平均より乏しい

物事の本質を捉えたり、掘り下げたりす
る意欲がなく、リサーチもしない

独自性
日常的に新しいアイデアや他者と異なっ
た感性を持って独自の観念で行動するこ

とが容易にできる

積極的に新しいアイデアや他者と異なっ
た感性を持って独自の観念で行動するこ

とができる

断続的ではあるが、自分なりに新しいア
イデアを模索しながら他者と異なった観

念で行動することができる

新しいアイデアを模索する意欲はあるが
独創性に欠け、独自の観念で行動するこ

とができていない

新しいアイデアや他者と異なった感性を
持って独自の観念で行動する意欲も能力

もない

自 己肯定感
常に自分のあり方や存在意義を積極的に
評価・肯定することができ、その感覚を

持続的に保つこともできる

自分のあり方や存在意義を積極的に評
価・肯定することができる

断続的ではあるが、自分のあり方や存在
意義を評価・肯定することができる

自分のあり方や存在意義に対して評価・
肯定することに消極的であり、自己評価

も低い

自分のあり方を積極的に評価するという
感覚がなく、自分の価値や存在意義を肯

定できていない

協働力
常に積極的に異なった環境や立場にある
他者と助け合ったり、尊重し合いなが

ら、目標や目的を達成できる

異なった環境や立場にある他者と助け合
ったり、尊重し合いながら、目標や目的

を達成できる

ある特定の異なった環境や立場にある他
者と断続的ではるが協働して目標や目的

を達成することができる

稀ではあるが、異なった環境や立場にあ
る他者と協働して目標や目的を達成しよ

うとする意欲はある

異なった環境や立場にある複数の他者
と、互いに助け合ったり、尊重し合いし
ながら目標や目的を達成できない

非認知能力　ルーブリック評価 ※ルーブリック評価において⾮認知能⼒における「持続性・安定性」を重視しておりま
す。


